
2016.6

◆退任のあいさつ
  （地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計）

◆退任のあいさつ
  （各ゾーンチェアパーソン、キャビネット事務局長）

◆第62回年次大会 お礼と報告

◆栄光のアワードを受賞して（金賞受賞クラブより）

◆CN 5周年記念式典報告（岩泉龍泉洞LC）

◆1R1Z 合同アクティビティ報告

◆次期三役・事務局員セミナー報告

◆第4回キャビネット会議報告

◆5月のアクティビティ 他



　今期も残すところ、あとわずか
となりました。
　地区内全クラブの皆様、この
1年間、地区運営にあたたかいご
協力をいただきましたこと、心よ
り御礼申し上げます。
　思い返せばエレクトとして信任
を受け、大変な緊張と興奮と不
安、様 な々思いで昨年7月、ハワイ
において国際大会の最終日にエ
レクトリボンを外され、この1年
間、事あるごとに「増員」「アスク・
ワン」と言い続けて参りました。
　私の「思う心」を「行動に」の
1年でもありました。
　小さな成果が得られたと思い
ます。
　ガバナー就任という重責は、あ
る時は苦しみを味わいながらも
数多くの学びと喜びをもたらして
くれました。何よりライオンズとし
ての誇りを再確認し、かけがえの
ない時間を得る事となりました。

　ライオンであることの誇りを
持って「ライオンズに入ってよかっ
た」と心から感じていただくため
にガバナーは務めるのだと言うこ
とに思い至りました。次期から、
私は所属クラブに戻り「次のライ
オン」を育てていこうと決意して
います。
　中堅のライオンにどんどんリー
ドしてもらえるように、若い方に
入会していただき、新しい風を
吹き込んでもらい、そしてクラブ
が生き生きとした場所になるよう
に、我々は何かあったら必ず助け
るという気持ちで見守って行こう
と思っております。
　地区内の全てのクラブがそれ
ぞれのやり方でクラブを成長さ
せていきましょう。
　ライオンズクラブ国際協会は、
来年100周年を迎えます。ライオ
ンズの素晴らしい伝統と文化を
守っていくため、未来に向けて改

革を進めています。変革が求めら
れている時代だからこそ知性を
高め、友愛と相互理解の精神を
養い、平和と自由を守り、ライオ
ンズの原点に戻り、未来に向けて
飛躍することを念じております。
　来期、一関中央キャビネットが
我が地区をよりよい方向へ導いて
くださると確信しております。
　最後に、金野幸造次期ガバ
ナーへ引き続き変わらぬご支援・
ご協力を賜りますようお願い致し
ますと共に、各クラブ並びに三役
の皆様のご多幸を祈念申し上げ、
今までのご厚情に深く御礼申し
上げまして、結びとさせていただ
きます。

退任のあいさつ
332-B地区ガバナー　L 筒井 學
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　キャビネット幹事を拝命し、1年
が過ぎようとしております。
　昨年7月1日のハワイ国際大会
晩餐会において、前ガバナー吉田
昭夫議長より「本日からガバナー
筒井學丸の船出となります。キャ
ビネット幹事は、航海士ですよ。」
と当夜の祝宴の司会進行を仰せ
つかり、緊張感いっぱいでスタート
を切ったことが思い出されます。
　前キャビネット三役及び地区名
誉顧問をはじめ、多くの諸先輩の
ご指導を頂きました。どれ程の職
責を果たすことができたか自問自

答している所であります。思いが
けず良好な評価を得られたこと
は、ゾーン・チェアパーソン、各委
員会委員長、各クラブの会長、ク
ラブ会員の皆様の絶大なるご支
援、ご協力のおかげとしか申し上
げられません。
　街ですれ違い、お声掛け頂い
たことも数多くあり、これもライオ
ンズクラブによるご縁の賜物と感
謝しております。
　会議や打合せ等でご無理を申
し上げ、ご気分を害された方もい
らっしゃると思います。この場をお

借りしまして深くお詫びを申し上
げます。
　末筆になりますが、各クラブの
今後益々のご繁栄、ご発展、各ク
ラブ会員皆様のご健康を心よりご
祈念申し上げます。
　この1年間の様 な々経験に感謝
させていただき、退任の挨拶とさ
せていただきます。
　本当にありがとうございました。

キャビネット幹事　L 菅原 章吾（花巻東LC）

　皆様には、この1年間大変お世
話になりました。筒井ガバナーを
支えるべく会計に就任しました
が、結果はいかほどか？振り返る
と至らぬ事ばかりで、申し訳なく
思います。
　しかし、私自身は大変楽しい
1年間でした。公式訪問を皮切り
に、岩手県内はもとより、日本国
内、そして国際大会等にも出るこ

とができました。行く先々で、知
り合うメンバー達には、初対面で
あっても、仲間として受け入れて頂
きました。仲間を笑顔で迎え、ま
た笑顔で迎えて頂く。ライオンズで
良かったと思う瞬間を、いたる所
で味わいました。
　これも会員皆様の、寛容な心が
あったからです。また、名誉顧問
会議長を始め、顧問の皆様・ZC

の皆様・各委員長・事務局員等々
列挙できぬほどの人達に、お世話
になりました。
　1年間誠にありがとうございまし
た。そして、これからもよろしくお
願いいたします。
　今の気持ちは　只々 感謝！感
謝！　です。

キャビネット会計　L 小原　勇（花巻東LC）
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L 矢羽々 睦子
（盛岡観武LC）

1R1Z ZC

　

《ゾーンチェアパーソンの旅》
　銀河鉄道、2015年7月1日乗車。
花巻東LC車中、筒井ガバナー率い
る332-B地区号は夏から秋、冬、そ
して春から初夏へと走り続け、6月に
無事青山駅に降り立ちます。
　盛岡観武LC、我が家にも新しい

家族が増え、前向きに時代に合わせ
て変化しようと頑張っていました。1
年間、1R1Zの7（レインボー）クラブ
の大家族の皆さんにはご支援と学
ばせていただくことも多くありまし
た。本来の大役を充分には果たせ
ませんでしたが、ガバナーのテーマ
「思う心　それを行動に！」、スロー
ガン「家族と共にアクティビティ」の
伝達人の役割は、1R1Zの全ライオ
ンの誇りと友愛に助けられここに至
ります。7クラブ会長・幹事会では事

務局さんの若い女性の活発な意見
と奉仕力に支えられていることに感
動しました。各ライオンの仕事第一
に相互理解と協力があればこそ、
と。楽しく、楽しく伝達継承で任務
交代です。ライオンズの銀河鉄道は
100周年という未来に向かって出発
進行！です。
　お友達を誘って、家族で、ご乗車
下さい。ZC任期中ありがとうござい
ました。これからもどうぞよろしくお
願い致します。　合掌

L 田村 信也
（西根LC）

1R2Z ZC

　昨年の7月、ZCに就任し早1年、
筒井ガバナーはじめキャビネットの
皆様のご指導、そしてゾーン内クラ
ブの皆様の協力を得ながら責務を
果たすことができました。
　ガバナー公式訪問やキャビネッ
ト会議、ZC会議、周年記念への出

席、華やかな式典が印象的だった
東洋・東南アジアフォーラムへの参
加、ゾーン内のクラブ訪問と各クラ
ブ三役との諮問委員会等、多くの仲
間と出会い、話をする中でたくさん
の刺激を受け、大変充実した一年で
した。
　ゾーン内の諮問委員会では、各
クラブの三役とクラブの状況やクラ
ブの抱える問題などを話し合いまし
た。どのクラブも会員増強には苦戦
しておりますが、332-B地区アクティ

ビティスローガン「家族と共にアク
ティビティ」、ガバナーテーマ「思う
心　それを行動に！」をモットーに例
会やアクティビティ等に工夫を凝らし
て努力しておりました。
　今後もこの1年間の経験を活か
し、ライオニズムの高揚を図っていき
たいと思っております。
　任期中お世話をいただいた全て
の皆様に感謝申し上げ、退任のごあ
いさつとさせていただきます。

L 浪越 直樹
（東和猿ヶ石LC）

2R1Z ZC

《ZCの思い出》
　会員増強の掛け声に始まって…
増強・増強のこの1年でした。結果、
何がどう変わったのか、そしてどう
変わっていくのか？その傍らでは、
例会の出席率の低下に歯止めがか

からないと悩む役員の声が多く聞
かれます。
　この6月の末には退会者が何人
出るだろうという不安、こんな現実
を垣間見ながらあっという間の1年
でした。
　ゾーン内外の各ライオンとは多く
のメンバーと知り合い、交流会で酒
を飲む機会が増えたこと。殊に釜石
の被災者交流では膝を交えて語り
合い、今となっては懐かしい思い出

となりました。
　しかし、ライオンズの行事はセレ
モニー化してしまい、あたかもセレモ
ニーがライオンズの活動であるかの
ように見えて仕方がありません。そん
な中、地域に誇れる活動とは何か、
今一度真剣に考える必要があると
思います。
 「我々は奉仕する」ライオンズの誇
りを今一度抱きたいと思うこの頃で
す。

ZC退任の挨拶
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L 菊池 徳男
（北上国見LC）

2R2Z ZC

　任命されて間もなく1年、筒井ガ
バナーのもと「家族と共にアクティビ
ティ」、そしてガバナーテーマ「思う
心　それを行動に！」とスローガン・
テーマを掲げて昨年7月にスタート
し、あっという間でした。

　2R2Zの会長様はじめ、役員・会
員の皆様のご協力で何とか責務を
果たせそうです。昨年ゾーンでは、
多くの意向でお金ではなく行動での
アクティビティを、との要望に沿って
清掃事業、アジサイ剪定作業、草刈
り作業にと労力奉仕を中心に励み
ました。特にも国体に向けて美化運
動をとの号令により、広範囲でゴミ
拾いを行いました。これは来季国体
開催まで続けられます。

　考える事、やろうとする事は沢山
あっても、それを実行するのは如何
に大変か痛感させられました。また、
準備が如何に大切か、そして早め早
めの計画行動がどれだけ大事か勉
強させられました。
　この経験を少しでも生かして、今
後も微力ながらアクティビティに努め
たいと思います。そして前に進みた
いと思います。
　1年間有難う御座いました。

L 村上　謙
（胆沢岩手LC）

3R1Z ZC

　　

　昨年7月にZCとして筒井ガバナー
のもとでスタートしたところでした
が、8月初めに体調不良により、ゾー

ン内クラブ例会訪問、ガバナー公式
訪問、第1回諮問委員会をガバナー、
キャビネット事務局、ゾーン内6クラ
ブのご理解によって延期をさせてい
ただきました。
　9月より本格的に、遅れた例会訪
問、第1回諮問委員会、ガバナー公
式訪問を実施する事が出来ました。

その後は順調に諮問委員会、新会
員セミナー、ゾーン内家族交流会等
を実施出来ました。
　この1年間、筒井ガバナー、キャビ
ネット事務局、そしてゾーン内の皆様
方のご理解、ご協力のおかげで活動
出来ました。良い経験をさせて頂きま
した事に心から感謝を申し上げます。

L 佐田 弘孝
（一関LC）

3R2Z ZC

　　

　ゾーン内の皆様には、前例にとら
われない運営にご理解、ご協力い
ただき感謝申し上げます。
＊ 会員増強:ゾーン内20％UPを目指

した結果、一関中央LCは現在93
名で、100周年を100名の会員で迎
えられそうです。

＊ 例会のあり方（あなたのクラブは

あなたのやり方で）:一関LCは、
伝統的スタイルからの脱却を目指
し、国歌・ライオンズクラブの歌を
やめました。参考にしてはいかが
でしょうか。

＊ アクティビティの情報共有:他クラ
ブからも活動に参加し、交流拡大
を目指しました。今後は、単独開
催ではむずかしいアクティビティ
も、合同開催で可能になると思い
ます。

＊ クラブ運営診断:ゾーン内クラブの
決算書を基に分析したところ、事務

所経費・人件費が運営を圧迫しそう
なクラブがありました。今後は合同
事務所を設置するなど、経費節減
につなげることが必要と考えます。

＊ 次期キャビネットに向けて:L 金
野幸造次期ガバナーのスローガン
「100周年　次世代へ結ぶ絆で
ウィサーブ」のもと、ゾーンが一丸
となり取り組んでいるところです。
その一員として微力ながら応援し
ていきたいと思います。

　2回目のZCも楽しく活動させてい
ただきました。

L 及川 米元
（大東岩手LC）

4R1Z ZC

　

　早いもので、ゾーンチェアパーソンを
引き受けて間もなく1年となります。
　その間にいろいろな行事があり、
その都度参加してきましたが、かなり
ハードでした。28年になってからも、
藤沢ライオンズクラブ1,000回記念例
会に出席させて頂き、1,000回という

輝かしい例会に感動しました。
　その後も、盛岡中津川ライオンズク
ラブCN50周年記念式典に出席させ
て頂き、こちらも50年という素晴らし
い式典でした。さらに、332-B地区第
62回年次大会が花巻市で盛大に開
催され、332複合地区第62回年次大
会も秋田市で盛大に開催され、参加
してきました。
　これから更に、第4回諮問委員会、
新旧三役引継会をやり、最後に第99
回ライオンズクラブ国際大会（福岡市

2016）に出席させて頂き、ゾーンチェ
アパーソンの役目が終了するのかな
…と思っております。
　本当にいろんな事が続いた1年間
でしたが、事務局の方々には多大な
ご迷惑をお掛けしたのではないかと
案じております。
　これからも宜しくご指導、ご鞭撻
のほど宜しくお願いしまして退任の
挨拶と致します。
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　第62回年次大会開催地が花
巻市に決まってから、スタッフメン
バーは度々の話し合いの中で、参
加人数の予測をどう見込むか等々
検討を重ねました。
　ご案内申し上げた結果は予想
を超え、名誉顧問の皆様をはじめ
800人以上の大勢の皆様方の参
加を頂き、来賓として岩手県知事
達増拓也様（代理として副知事千

葉茂樹様）、花巻市長上田東一
様、332-C地区ガバナーL 石川達
雄様に華を添えて頂きました。心か
らの感謝と御礼を申し上げます。
　本年度は「命の尊厳と和」を掲
げるL 山田實紘国際会長の指導
のもと、「思う心　それを行動に！」
をテーマとしたL 筒井學ガバナー
を中心にWe Serveに心を一つ
にした1年だったように思います。

L 金野幸造ガバナーを中心とし
た次期キャビネットには、100周年
を迎えより一層のご活躍をお祈り
し、協力と応援を惜しまないつも
りです。
　ここに第62回年次大会の無事
終了のご報告と、皆様のご協力、
ご声援に心から感謝申し上げ御
礼の言葉と致します。ありがとうご
ざいました。

年次大会を終わって 〜御礼の言葉〜 第62回年次大会委員長　L 永田 博三

L 出羽 秀二
（大船渡五葉LC）

4R2Z ZC

　　　　

　「アッと言う間の一年でした」。
適任かどうかわかりませんでした
が、なんとか務めることができた
と思いました。

　筒井ガバナーはじめキャビネッ
ト役員各位には色 と々お世話にな
りました。心より感謝いたします。
また、ゾーン内のメンバー各位の
ご協力にも厚く感謝します。
　どんな団体でもいろんな懸案
があるものですが、その中でも会
員拡大が最も重要な問題です。

組織の存続に関わる問題ですか
ら。このことに懸命に取り組んで
おりました各位に心から敬意を
表したいと思っております。今後、
益々の発展をご祈念申し上げます
とともに、私への幾多のご厚情に
感謝申し上げまして退任の挨拶と
いたします。

L 菊池　完
（遠野LC）

5R2Z ZC

　

　5R2ZZCとして昨年7月に就任以
来あっという間に1年が過ぎようとし
ています。

　筒井ガバナーを始めキャビネット
役員やゾーン内のメンバーの皆様に
は、大変ご迷惑をお掛けしたにも関
わらず支えて頂いたことに心より感
謝申し上げます。
　ゾーン内各クラブとも会員の大幅
な増強は見られなかったものの一歩
ずつ堅実な努力を続けており、特にも

沿岸の山田・大槌・釜石の4クラブの
メンバーには頭の下がる思いです。
　復興の光はまだ小さいかもしれま
せんが、大きな光となるよう日々精進
を重ねお互い助け合っていきたいと
思います。
　この1年間本当にありがとうござい
ました。

L 佐々木 和夫
（盛岡中津川LC）

キャビネット事務局長
退任のご挨拶

　

　今期も次期三役セミナーそし
て第4回キャビネット会議の開催
も終了し、任期を終えるに当たり
キャビネット三役並びにキャビネッ
ト役員皆様のご指導ご協力を戴
き有難うございました。
　思えば、2期にわたってCAB三
役・CAB役員の方々の足手まと
いになっていたのではと反省しき
りです。CAB事務局に関わって、
CAB三役・CAB役員の方々は会

議等々で多忙な日々に驚きです。
それに伴い、CAB事務局員やガ
バナー室長L 小瀬川の仕事も増
え、資料作成等々に遅くまで仕事
ご苦労様と頭がさがります。
　CAB事務局を担当して思った
ことはサバンナチェックで、各クラ
ブの活動内容が解り、参考になり
ました。また、アワード申請書の内
容チェックには非常に神経を使い
ます。アワード審査会に於いても、
各クラブ1年間の評価ですから、
審査委員の皆様も真剣に審査さ
れていた事が思い出されます。
　最後に、任期を終えることがで

きますのは、クラブ選出CAB事
務局員L 佐藤昌彦（盛岡不来方
LC）には2年間、次期CAB事務局
長L 髙橋幸雄（盛岡観武LC）、
CAB事務局員瀬川晴美さんと
佐々木とも子さん方の絶大なる協
力を戴き務めることが出来まし
た。この経験を今後に活かせたら
と思います。次期キャビネット三役
と次期CAB事務局の方々にエー
ルを送ると共に、準地区クラブの
皆様お世話になり有難うございま
した。
　ライオンズクラブは明日へ向
かって『We Serve』。
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ライオンズクラブ

年次大会アワードを受賞して

　ライオンズクラブ国際大会332-B地区 第62回年次大会において、2R1Zの花巻東ライオンズクラブが3つの金
賞を受賞することが出来ました。今年度は、私たち花巻東ライオンズクラブよりL 筒井學をガバナーとして輩出し
ており、常にガバナーの指導に忠実に活動を、という心掛けがありました。結果として岩手53クラブの中から、

　以上5部門の栄光のアワード・ガバナーアワード及び個人賞を受賞することが出来ましたこと、花巻東ライオ
ンズクラブ員一同心から喜び、大変誇りに思っているところであります。
　今年度は、日本から山田實紘国際会長が誕生し、花巻東ライオンズクラブから筒井學Lをガバナーとして輩
出の記念すべき時に、この様な大賞を受賞することが出来ましたことは喜ばしい限りです。これからもこの事
を心に刻み、ステータスとプライドを持ち、人道的、社会的に奉仕活動を行いたいと思います。

＊グッドスタンディング大賞の部	 金賞

＊会員増強優秀賞の部	 金賞

＊LCIF優秀賞の部	 金賞

＊家族会員協力賞

＊キャビネット協力賞

＊個人賞（ライオンの部）	 故	引地	光雄	氏

＊�グッドスタンディング大賞�金賞
　花巻東ライオンズクラブ　会長　L 菅野 久志

　金賞受賞の報を受けて、最初に
浮かんだ言葉は「感謝」の二文字
でした。
　あの東日本大震災で、我クラブ
は大打撃を受けました。　
　その中で、被災地のクラブとし
て今後の取り組みを考えていた
時、逸早く支援の手を差し伸べて
くれたのは日本各地のライオンズ
でした。　
　我クラブのために、強力に応援
してくれたクラブもあり、これがラ

イオンズの「友愛の精神」と感銘
を受けました。
　その後、復興支援の活動を共
に行うなかで、新たな絆が生ま
れ、３クラブと姉妹・友好クラブ
締結がなされました。　
　今後の奉仕活動を続けるうえ
で、心強く且つ励みになります。
　我クラブは、今年度結成50年
を迎えました。
　此の歴史に誇りを感じながら、
使命感を持ってCN50周年記念

式典、そして幾つかの記念事業に
取り組みました。
　震災以来、支援してくださった
皆様の思いと、何よりも成功を願
う我々の熱意とが相成って無事に
終える事が出来ました。
　顧みれば、これらの事が栄誉あ
る金賞受賞に反映されたものと考
え、感謝に耐えません。そして、記
念すべきこの年に活動を共にした
我クラブ会員のご協力に感謝いた
します。

＊�アクティビティ大賞�金賞
　釜石ライオンズクラブ　会長　L 細田 勝夫
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　この度の第62回年次大会での
「労力奉仕優秀賞 金賞」受賞に
対し心より感謝申し上げると共に
この受賞を誇りとしこれからも精
進致します。
　当陸中宮古ライオンズクラブの
モットーは出来る奉仕を頑張る
です。そこで、今年の会長テーマ
は「想像力と思いやりの心でウィ
サーブ」とし一年間様 な々奉仕活
動を頑張りました。特に当クラブ
では子どもたちの教育に力を入れ
ており、Ｈ28年3月6日には「第30
回陸中宮古ライオンズクラブ旗争
奪剣道大会」を山本正徳宮古市
長にご臨席頂き盛大に開催出来

ました。今後も剣士が居る限り継
続して行く事も決まっています。
　また、スポーツ文化振興基金
表彰式ではクラブ会員の推薦で
子どもたちの様々な活躍を評価
し表彰しています。
　そんな中、H28年1月6・7日宮
古第一中学校で開催の教師向
けライオンズクエスト、ライフスキ
ル教育プログラムはそれこそ当
クラブのスキルアップに繋がりま
した。
　当初、先生を教育する事に戸
惑いを覚えましたが、中村先生の
実践に即した内容に、参加の先
生方は多いに刺激を受け積極的

に学習する姿にライオンズクラブ
の底力を見た思いがしました。
　来年4月には創立35周年を迎
える当クラブでは東日本大震災
からの復旧もままならない状態
で資金提供は難しいですが、労
働であればいくらでも奉仕が可
能ですので、これからもライオン
ズ精神で頑張って行きたいと思
います。どうぞ今後も変わらぬご
支援・ご鞭撻をお願いし、お礼の
言葉とさせて頂きます。

＊�労力奉仕優秀賞�金賞
　陸中宮古ライオンズクラブ　会長　L 伊藤 邦夫

　この度は、332-B地区第62回年
次大会において「アクティビティ
大賞 金賞」を頂きました。この賞
は、前年度キャビネットを担当し
たクラブとしての受賞であります。
吉田昭夫地区ガバナーの浪漫溢
れるライオンズへの情熱のもと、
西本有伺キャビネット幹事、そし
てキャビネット会計には、盛岡ラ
イオンズクラブ所属 伊藤英明ラ
イオンをお願いし、まさに単一ク
ラブの枠を外し1R1Zとしてのキャ

ビネット運営でありました。です
から、この賞は当クラブだけの受
賞にあらず。ゾーンの力があって
こその受賞と心から感謝いたして
おります。
　吉田ガバナーの会員倍増『ア
スク・ワン（一人誘おう）』にかけ
るパワーは、そのまま332-B地区
のトップリーダーとしての姿勢を
我々の目に焼き付けました。そし
て、『デッカイ感動!! デッカイ夢!! 
デッカイ未来! !　青少年健全育

成』のアクティビティスローガンの
如く、未来に向かい突き進もうと
いう気持ちを332-B地区全体に
伝えられたのではと感じます。
　今後も吉田キャビネットの母
体クラブとして更に向上するよ
う精進して参る所存です。今回
の受賞、誠にありがとうござい
ました。

＊�アクティビティ大賞�金賞
　盛岡中津川ライオンズクラブ　会長　L 佐藤 春彦
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　この度の「クラブ間交流優秀賞
金賞」の受賞は、会員一同にとって
大変うれしく心に残るものとなりま
した。当クラブは、クラブ名に南の
付くクラブで構成される「全国南ラ
イオンズクラブ友好会」に所属し交
流を続けています。チャーターメン
バーの黒澤地区名誉顧問をはじめ
とする先輩方が続けてきた全国と

の友好関係により、東日本大震災
の折には仙台南LC、郡山南LC、そ
して当クラブに対し多額の義捐金
が贈られ、青少年支援を中心に沿
岸地域に対するアクティビティに役
立てることが出来ました。また、今
回の熊本の震災においても、合同
で熊本南LCに対して義捐金をお
贈りすることが出来ました。

　来年度は盛岡を会場に全国大
会が開催されます。北は札幌、南
は鹿児島から訪れる「サウス会」の
仲間たちに今回の受賞を報告しつ
つ情報交換を行い親睦を深め、今
後更に有意義な交流をしていきた
いと思います。
　この度は本当にありがとうござ
いました。

＊�クラブ間交流優秀賞�金賞
　盛岡南ライオンズクラブ　会長　L 石塚 和宏

　1987年6月21日、江釣子LC結
成。第29代会長として最後の月を
迎えました。会長就任にあたり、
目を背けてはいけないデータがあ
りました。「栄光のアワード」過去
10年間で、献血推進優秀賞金賞
8回、銀賞1回受賞。献眼・献腎推
進優秀賞金賞4回、銀賞1回、銅賞
2回受賞。献血は、7年連続金賞
受賞継続中です。

　1981年開業の江釣子ショッピン
グセンターパルにおいて、日本赤
十字社とのパートナーシップを大
事にし、献血推進アクティビティ
に尽力しています。過去10年間
で、約7,500人から約263万mlの
採血を頂きました。少子高齢化が
進み、いかに血液を確保するかが
大きな課題となっている中で、継
続する事を一番に考え、献眼・献

腎推進も併せて、クラブ全体で取
り組んで行けたらと思います。
　本年度、ダブル金賞受賞するこ
とが出来ました。継続していく大
切さ、沢山の皆様との絆を感じた
1年に感謝申し上げます。
　筒井學地区ガバナーはじめ、ラ
イオンの皆様本当にありがとうご
ざいました。）

＊�献眼・献腎・献血推進優秀賞�金賞
　江釣子ライオンズクラブ　会長　L 小田島 千春

　この度はクラブ運営優秀賞を頂
き、大変嬉しく思っております。こ
れも偏に会員・家族が一体となっ
た日頃の活動が評価されたものと
受け止めております。
　特にも、当クラブのライオンレ
ディの多様な活動は特筆すべきも

のがございますし、また、名誉顧
問をはじめ先輩会員の皆様方の
適時適切な御指導に対しまして
誌上をお借りし御礼申し上げる次
第でございます。
　この度の受賞を機に改めてライ
オンズクラブの目的と綱領に思い

をいたし、今後におきましても時
代の変化とニーズに適応したクラ
ブ運営に配意しながら、地域社会
に向けさらなる活動を展開して参
る所存でございます。

＊�クラブ運営優秀賞�金賞
　北上ライオンズクラブ　会長　L 大川 正裕
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　6月12日、当岩泉龍泉洞ライオ
ンズクラブCN5周記念式典が終
了しました。
　県内ブラザークラブの皆様方
にご臨席頂き、大変有難く感謝
の気持ちでいっぱいです。
　手探り状態の式典の開催でご
参会の皆様におもてなしも出来
ずご不便、不都合が多々ありま
したこと心からお詫び申し上げ

ます、ＣＮ記念式典の趣旨に免
じお許しいただければと思いま
す。
　5年間ご指導、ご支援をいただ
きましたガバナーをはじめキャビ
ネット役員、ブラザークラブの先
輩ライオンの皆々様に感謝の気
持ちをどのように伝えたらいいの
か悩んでいる今現在です。
　援助、ご指導、激励に対し感

謝する事は、『われわれは知性を
高め、友愛と相互理解の精神を
養い、平和と自由を守り、社会奉
仕に精進する。』ライオンズの誓
いを実践する事で先輩ブラザー
クラブの皆様に一歩でも近づく
事をもって御礼に代えさせてい
ただきます。

岩泉龍泉洞LC CN5周年記念式典報告

CN5周年記念式典を終えて
岩泉龍泉洞 LC　記念式典実行委員長　L 澤里　寛
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　7クラブの虹☆夢と未来に架け
る虹の橋たらんとネーミングされ
た横断幕、ライオン旗が新緑の風
を受けてはためく5月21日（土）、
早朝8時だよ!!で参集。盛岡市長、
筒井ガバナー、次期金野ガバナー
も馳せ参じて、支援のご発声を頂
戴しての出発式でした。五月晴れ
のこの日、120余名の会員が明る
い笑顔で参加。今年1月より7クラ
ブの会長・幹事会・事務局の若い
力と発言を練り合わせ、この日の
動員へと結実しました。
　盛岡市国体推進局の担当者の
方々のお力添えで、当日は滝の広

場、マイク、広報への投げ込み等、
大変お世話になりました。ゴミ袋、
軍手、とふっち幟旗などを持ち、明
るく、楽しく、お天気もどんど晴れ
で素晴らしい活動となりました。
　今期ガバナーのテーマ“思う心　
それを行動に！”、スローガン“家
族と共にアクティビティ”の心に寄
り添う活動が出来たことは、本当
に嬉しく、たくさんの方々の協力が
あってこそと感謝申し上げます。
　また、各会員家族以外に会社
の方々、入会予定者の方 （々当日
入会申請書を持参して下さった方
も…）も参加していただき、大きな

夢と希望を頂戴致しました。
　ZCとして不行き届きな点も多々
ございました私ですが、今期ガバ
ナーの伝達人の役目を皆々様の
笑顔と活動力に支えられました。
ライオンズの一員であることに、深
い誇りと友愛♥奉仕の担い手の
喜びに感動する一日でした。
　次回、6月5日“県営運動公園8時
だよ!!地球環境奉仕デー”、併せて
のクリーン大作戦、継続は力なり
で笑顔でお会い致しましょう！心
の中でローア三唱で〜す！「ウォゥ
〜ウォゥ〜ウォゥ〜」ありがとうご
ざいました。　合掌

希望郷いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

ライオンズ国際協会332-B地区おもてなし隊
（盛岡LC・盛岡不来方LC・盛岡中津川LC・盛岡観武LC・盛岡南LC・滝沢LC・玉山姫神LC）

1R1Z ZC　L 矢羽々 睦子
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	 ▶	開催期日／2016年6月7日（火）　　▶	会場／ベリーノホテル一関　　

 		 ▶ レポーター／一関中央ライオンズクラブ　L鈴木雅彦

　6月7日ベリーノホテル一関で「次期三役・事務局
員セミナー」が開催されました。参加者は次期三役
と事務局員、そして次期ZCと関係キャビネット役員
の総勢約180名が集まりました。
　基調講演は元国際理事後藤隆一Lをお招きし
て、「これからのライオンズ」のテーマで講演を頂き
ました。332-B地区の現状分析も交えてクラブの活
性化、活動の活性化などを講演頂きました。また他
地区での状況や、ライオンライフの楽しみ方につい
て、参加者からは大好評を頂きました。
　ガバナーエレクトL 金野幸造からは、国際会長
紹介・方針の説明、次期ガバナー方針について説
明がありました。ライオンズクラブ100周年記念の
年に、三役を担当することに誇りを持って頂き、共
に1年頑張ろうとの、決意表明がされました。キャビ

ネット運営方針等について次期幹事であるL 鈴木
雅彦が説明し、全体会を終了しました。その後、分
科会に分かれ各役への期待を名誉顧問から講話
頂きました。またクラブ運営の参考にと今回初め
て、グッドスタンディング大賞金賞受賞の歴代クラ
ブから、各クラブの活動報告も頂きました。参加者
には熱心に受講して頂けました。
　最後は会場を移して、懇親会が開催されました。
元国際理事、次期ZCにも参加頂き、会員相互の熱
い交流を交わし楽しい時間を過ごしました。最後
は大きな大きな輪を作って「また会う日まで」。100
周年に向けて332-B地区が走り始めました。良いス
タートがきれたと思いました。関係役員の皆様ご苦
労様でした、ありがとうございました。

「次期三役・事務局員セミナー」開催報告
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	 　▶	開催期日／2016年6月9日（木）　　▶	会場／ホテルグランシェール花巻　　

 		 　▶ レポーター／キャビネット副幹事　L	佐々木三郎（東和猿ヶ石LC）

　さる6月9日（木）「ホテルグランシェール花巻」に
おいて、第4回ゾーンチェアパーソン会議並びに第4
回キャビネット会議が開催されました。
　最初は、午後2時15分からキャビネット役員・事務
局含め、17名参加のもとにゾーンチェアパーソン会
議が開かれました。内容はキャビネット会議の進行
とキャビネットローテーションを報告し了承されまし
た。次に、クラブ優秀賞申請とりまとめの説明があり
約40分で会議を終えました。
　クラブ優秀賞の申請は、国際本部へ提出するた
め、7月29日まで現在のZCに提出することが定めら
れました。
　この後、キャビネット筆頭副幹事福岡勝夫Lの
司会で開会したキャビネット会議には65名が参加
し、地区ガバナー筒井學Lの挨拶、地区常任名誉顧
問相原文忠Lの祝辞のあと、キャビネット幹事菅原
章吾Lとキャビネット会計小原勇Lにアワードが贈ら
れ、この1年の労をねぎらわれました。
　運営報告では、会員動向・諮問委員会開催状

況、ひかりの箱募金状況などが報告されました。そ
の中でLCIF1000＄献金は43名から5,135千円集ま
りましたが、目標の78％で332複合地区ではワースト
ワンです。残り僅かの期間に是非献金を願いたいと
地区LCIF委員長髙橋康郎Lから報告されました。
　議案審議では、第62回地区年次大会決議事項7
件の実施推進を依頼すること、キャビネット事務局
の任務は6月30日をもって終了し次期役員に引き継
ぐことが満場で承認されました。
　決議事項の中で、各クラブから1名以上の1000
＄献金、4月22日の国際地球デーを固定した一斉ア
クティビティの定着は、これから更に会員に周知し
実現に向けた行動が必要でしょう。
　午後4時過ぎから始まった懇親会は、地区ガバ
ナー筒井學Lの感謝の挨拶と地区常任名誉顧問後
藤成志Lの乾杯で和やかに始まりました。筒井ガバ
ナーはじめ役員は全席をまわり、頼んだぞと開放感
あふれる表情が雰囲気を盛り立てていました。

第4回キャビネット会議
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5月のアクティビティ
1R1Z

盛岡LC
14日 盛岡LC旗争奪

リトルリーグ野球大会

21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

盛岡不来方LC
21日 いわて国体・いわて大会

レインボークリーン大作戦
24日 直接献血
31日 緑の募金協力

盛岡中津川LC 21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

盛岡観武LC
12日 直接献血

21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

盛岡南LC
21日 いわて国体・いわて大会

レインボークリーン大作戦

25日 熊本震災義援金送金
（全国南LC友好会へ）

滝沢LC
10日 LCIF献金（熊本地震指定）

21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

玉山姫神LC
12日 LCIF献金（熊本地震指定）

21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

1R2Z

岩手LC 23日 愛宕山ツツジ植栽及び
散策道の整備作業

二戸LC 22日 熊本地震募金活動
西根LC 6日 ライオンの森・ユリノキの枝きり
安代LC −

2R1Z
花巻LC 20日 花巻市防犯協会

紫波LC

2日 薬物乱用防止推進運動
22日 桜の木の植樹
28日 小学校へ桜の木寄贈
29日 ライオンズの森整備

石鳥谷LC 13日 献血推進活動
大迫早池峰LC −

花巻東LC 3月15日〜
5月15日

手作り品製作・販売
（事業資金獲得）

東和猿ヶ石LC 20日 花巻市民憲章推進協議会

矢巾LC
4日 森山パーク

「桜とアジサイの森作り」
17日 LCIF献金（熊本地震指定）

2R2Z

北上LC

4月1日〜30日 資源回収リサイクル
6日、13日、18日 献血推進活動　5箇所

13日 北上市ラグビーフェスティバル
観戦チケット寄贈

和賀LC

4月22日、
5月12日、13日、18日 資源回収　

6日、13日 献血推進活動　3箇所

13日 北上市ラグビーフェスティバル
観戦チケット寄贈

17日 LCIF献金（熊本地震指定）
19日 大槌学園へ図書寄贈

北上国見LC

3日 中学校軟式野球交流試合支援
11日 老人ホーム「北星荘」慰問
13日 手をつなぐ育成会への支援金贈呈
20日 献血推進活動

江釣子LC

4月18日、
5月24日 資源回収

3日 中学校軟式野球交流試合支援
8日 献血推進活動
10日 カーブミラー清掃

13日 北上市ラグビーフェスティバル
観戦チケット寄贈

26日 LCIF献金（熊本地震指定）
3R1Z

水沢LC

3日 水沢LC旗争奪区内学校野球大会
11日 水沢フラワーロード運営委員会
12日 後藤新平顕彰会
17日 奥州市市民憲章推進協議会
20日 奥州市献血推進協議会

江刺岩手LC

3日、4日 江刺甚句祭り
4日 献血推進活動（江刺甚句祭り）

7日 江刺岩手LC旗争奪奥州市
江刺区内中学校野球大会

前沢LC
15日 献血推進活動
22日 国際地球デー　白梅クリーン作戦

水沢中央LC 17日 いわて国体・いわて大会　地域清掃

金ケ崎LC

4月30日 献血推進活動
4月30日〜
5月1日

金ケ崎LC第3回金ケ崎カップ
復興祈念サッカー大会後援

13日 観光協会総会
13日 国際交流協会
21日 金ヶ崎第一小学校運動会

胆沢岩手LC 31日 直接献血

4R2Z

大船渡LC
3月24日 LCIF＄1000献金

5日 福祉の里こいのぼり大会

3R2Z
一関LC 31日 使用済み切手　2000枚送付

平泉LC 8日 国際地球デー
いわて国体・いわて大会道路清掃

花泉LC 17日 さくら園へ資源再利用の収集支援
一関中央LC 12日 一関駅前周辺清掃
一関厳美渓LC 22日 献血推進活動

4R1Z
千厩LC 21日 千厩小学校大運動会

大東岩手LC 4月28日 猿沢バス停付近に
「陽照待合室」寄贈

東山LC 8日 全国少年少女野球教室
東山大会へ寄付

藤沢岩手LC −

川崎岩手LC
18日 川崎運動広場GG大会
22日 川崎保育園花壇整備
27日 クラブ会館周辺環境整備

室根LC 28日 プランター配布事業
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《家族会員》陸前高田LC
故 L 佐々木 律子
享年70歳（2008年8月入会）
5月3日ご逝去

《家族会員》川崎岩手LC
故 L 鈴木 タケ子
享年70歳（2014年4月入会）
4月24日ご逝去

岩手LC
故 L 松浦 浮男
享年91歳（1969年10月入会）
5月21日ご逝去

盛岡不来方LC
故 L 大野 泰一（元国際理事）
享年91歳（1960年10月入会）
チャーターメンバー
5月9日ご逝去

会員動向

訃 報

クラブ名 会員名（新入 / 再入 / 転入）

盛岡観武LC
櫻　　　裕　子
田　代　志津子

大迫早池峰LC
佐　藤　雅　俊
山　影　和　孝

北上LC 大　沼　広　人
江刺岩手LC 渡　辺　由美子

金ケ崎LC
阿　部　典　子
郷右近　恒　彦

胆沢岩手LC 三　田　初　美

一関中央LC

小　山　未　来
菊　地　慶　高
佐　藤　礼　顕
竹　本　健　一

5 月 新入会員一覧

クラブ名 会員氏名 MJF 回数
滝沢LC 中　村　さと美 3
大船渡LC 森　　　　　巌 1
大船渡五葉LC 伊　藤　寿太郎 2

5 月 LCIF ＄1000 献金

大船渡LC

8日 大洋学園園児と
ライオンズ農園田植え

10日 せきれいの会へ活動支援金

22日 国際地球デー
椿の里草刈と清掃作業

25日 声の図書館　点検と整備
陸前高田LC 25日 LCIF献金（熊本地震指定）
住田LC 11日 LCIF献金（熊本地震指定）

大船渡五葉LC
5日 「鯉のぼり子どもの集い」協力
25日 LCIF＄1000献金

5R1Z
宮古岩手LC 9日 いわて国体・いわて大会実行委員会

久慈LC
24日 久慈市共同募金会
24日 使用済み切手　1500枚送付
26日 久慈市社会福祉協議会

陸中宮古LC

9日 いわて国体・いわて大会実行委員会

10日 レディの会奉仕活動
老人介護施設訪問

12日 レディの会奉仕活動「世界の子
供たちにワクチンを届けよう」

18日 百獣の王ライオンコンペ
（事業資金獲得）

27日 十二神千古の森協議会
田野畑LC −
岩泉龍泉洞LC 17日 交通安全ライト早め点灯運動協力

5R2Z

釜石LC
18日 LL奉仕活動
21日 熊本地震復興チャリティコンサート協力

遠野LC
4月30日、
5月7日、8日 遠野LC旗争奪学童野球大会

25日 リサイクル品の回収

釜石リアスLC
19日 使用済み切手　1000枚送付
20日 LCIF献金（熊本地震指定）

大槌LC 22日 直接献血
陸中山田LC −

ライオネスクラブ
西根LS 5日 西根LC早朝例会　豚汁作り

レオクラブ

盛岡LEO
15日 332-B地区第62回年次大会参加

21日 いわて国体・いわて大会
レインボークリーン大作戦

早池峰LEO −
石鳥谷LEO 15日 332-B地区第62回年次大会参加
北上LEO 17日 学校周辺のゴミ拾いと清掃奉仕
一関二高LEO −
釜石LEO −
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水沢中央LC前沢LC

いわて国体・いわて大会　地域清掃献血推進活動

北上国見LC

老人ホーム「北星荘」慰問

遠野LC

遠野 LC 旗争奪学童野球大会

北上レオ

江刺岩手LC

平泉LC

水沢LC

二戸LC

江釣子LC

熊本地震募金活動
江刺岩手LC旗争奪奥州市江刺区内

中学校野球大会

国際地球デー 
いわて国体・いわて大会道路清掃 カーブミラー清掃

西根LSC　

室根LC　

第30回水沢LC旗争奪区内
中学校野球大会 学校周辺のゴミ拾いと清掃奉仕西根 LC 早朝例会　豚汁作り

プランター配布事業
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ア ク テ ィ ビ テ ィ  フ ォ ト グ ラ フ

　時計の針はいつも一定の速さで進むのに、心の針は不規則で、気乗
りのしない時は長く、楽しいときは短く感じられます。去年の３月から始
動した「ライオンいわて」も、今は、あっという間に最終号を迎えたとの
感想です。
　今期は、筒井ガバナーが掲げたライオンテーマ「思う心　それを行動
に！」に沿って、地区内クラブのさまざまな奉仕活動とその取り組みに
ついて広く、タイムリーに紹介することにつとめて来ました。それが、友
情、親善、相互理解の絆によってクラブ間の融和が図られ、感動と喜び
を共有し、お互いを讃えあい、ライオンズの一員であることに誇りを感
じることの一助になることを願っています。
　この一年、ご多忙の中、最大限のご理解をいただいたガバナーはじ
め、キャビネットの皆様への感謝と、編集というご縁で得られた友情を
快い余韻として、いつまでも心に残したいと思います。
　最後に原稿依頼にご協力いただいた会員の皆さんの支えに敬意と
感謝を申し上げ、編集、発行に格段のお力添えをいただいた川嶋印刷
の関係の方 に々厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。

（ライオンいわて編集委員会　委員一同）

《表紙の写真：早池峰山（早池峰国定公園）山開き（花巻市）》
　早池峰山は標高1,917m、山頂は宮古市、遠野市、花巻市の3つ
の市の境界となっています。

編 集 後 記
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